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　交通運輸業部会の部会会議を開催します。部会に所属する会員の皆様の出席をお願い致
します。
◆日　　時　10月30日（月）午前11時から 　　◆会　　場　日立商工会議所会館
◆協議事項　部会役員の選任について 　　◆問 合 せ　会員サービス並びに工業課

部 会 会 議 開 催 の ご 案 内
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総合建設業 鈴縫工業株式会社 www.suzunui.co.jp
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9
月
の
常
議
員
会

特
別
会
員
紹
介

特
別
会
員
紹
介

　
９
月
25
日
、常
議
員
会
を
開

催
し
ま
し
た
。当
日
は
、日
立

警
察
署
署
長
の
長
峯
博
文
氏

を
ゲ
ス
ト
ス
ピ
ー
カ
ー
に
お

招
き
し
て
、『
市
内
の
防
犯
状

況
つ
い
て
』を
テ
ー
マ
に
ご
講

話
い
た
だ
き
、住
宅
侵
入
窃
盗
、

自
動
車
盗
難
、ニ
セ
電
話
詐
欺
、

刑
法
犯
の
犯
罪
発
生
状
況
と

そ
の
対
策
に
つ
い
て
ご
説
明

頂
き
ま
し
た
。協
議
事
項
で
は
、

７
・
８
月
の
新
入
会
員（
別
記
）

を
承
認
し
ま
し
た
。報
告
事
項

で
は
、鈴
木
専
務
理
事
か
ら
日

立
市
へ
の
要
望（
物
価
高
騰
等

の
影
響
を
受
け
る
市
内
中
小

企
業
者
等
の
事
業
継
続
支
援

に
つ
い
て
）に
対
す
る
回
答
の

報
告（
別
記
）、小
沼
文
化
産
業

部
会
長
か
ら
、「
施
設
見
学
研

修
会
」並
び
に「
部
会
員
交
流

セ
ミ
ナ
ー
」の
実
施
報
告
、白

土
会
員
サ
ー
ビ
ス
委
員
長
か

ら「
会
員
親
睦
バ
ス
ツ
ア
ー
」

並
び
に「
永
年
勤
続
優
良
社
員

等
表
彰
式
」の
開
催
概
要
に
つ

い
て
の
報
告
、小
野
﨑
情
報
化

委
員
長
か
ら「
最
新
ワ
ー
ク
ス

タ
イ
ル
体
験
視
察
研
修
会
」の

実
施
報
告
、事
務
局
か
ら
交
通

運
輸
業
部
会
で
開
催
し
た「
２

０
２
４
年
問
題
講
習
会
」の
実

施
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

セ
キ
建
材（
建
材
卸
売
業
）

　
会
瀬
町
１－

14－

17

S
a
m
u
r
a
i

M
o
d
e
l
e
r

（
サ
ム
ラ
イ
モ
デ
ラ
ー
）（
３
Ｄ

プ
リ
ン
タ
ー
デ
ー
タ
作
製
業
）

　
河
原
子
町
３－

25－

３

川
上
工
業

（
機
械
器
具
設
置
工
事
）

　
西
成
沢
町
４－

12－

16

ア
ヤ
ベ
装
飾（
内
装
業
）

　
小
木
津
町
５
８
８－

２

C
a
f
e
　
C
r
e
a
m

（
飲
食
業
）

　
千
石
町
１－

11－

21

ラ
イ
フ
サ
ポ
ー
ト
合
同
会
社

（
軽
貨
物
配
送
業
）

　
東
金
沢
町

　
２－

11－

16－

5
0
3

Y
Y
マ
リ
ン（
船
舶
嚮
導
業
）

　
南
高
野
町

　
１－
11－

８－

1
1
0

特
定
非
営
利
活
動
法
人

T
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
茨
城

（
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
業
）

　
ひ
た
ち
な
か
市
大
字

　
津
田
２
４
５
４

新
入
会
員
紹
介

新
入
会
員
紹
介
（
別
記
）

（
別
記
）

物
価
高
騰
等
の
影
響
を
受
け
る
市

内
中
小
事
業
者
等
の
事
業
継
続
支

援
に
つ
い
て
の
要
望
に
つ
い
て

（
回
答
）　
日
立
市
長

　
物
価
高
騰
が
続
く
社
会
経
済
環

境
下
に
お
い
て
、市
内
中
小
事
業

者
等
が
ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
を
見
据

え
た
事
業
展
開
を
図
る
下
支
え
と

な
る
よ
う
、電
力
・
ガ
ス
・
食
料
品

等
価
格
高
騰
重
点
支
援
地
方
交
付

金
を
活
用
し
、令
和
５
年
４
月
１

日
時
点
に
お
い
て
市
内
で
事
業
を

営
ん
で
い
る
中
小
事
業
者
等
に
対

し
一
律
10
万
円
を
交
付
す
る「
中

小
企
業
等
物
価
高
騰
対
策
応
援
給

付
金
事
業
」や
、展
示
会
へ
の
出
展

や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
開
設
な
ど
の

営
業
活
動
に
係
る
経
費
に
対
し
上

限
１
０
０
万
円
を
補
助
す
る「
中

小
企
業
営
業
力
強
化
支
援
事
業
補

助
」を
実
施
い
た
し
ま
す
。

※
給
付
金
に
つ
い
て
は
、７
月
号

で
申
請
方
法
等
お
知
ら
せ
い
た

し
ま
し
た
が
、現
在
、予
算
上
限

に
達
し
た
た
め
、「
中
小
企
業
営

業
力
強
化
支
援
事
業
補
助
」は

受
付
終
了
と
な
り
ま
し
た
。「
中

小
企
業
等
物
価
高
騰
対
策
応
援

給
付
金
」も
受
付
中
止
中
で
す

が
、年
末
か
ら
年
始
に
か
け
て

受
付
再
開
を
予
定
し
て
い
る
そ

う
で
す
。

長
峯
日
立
警
察
署
長
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日立商工会議所の動き9月9月
9月 1 日 ＢＣＰセミナー

 商業部会賑わいづくり研究プロジェクト会議

 創業塾（他2日、9・16日）

 日商簿記3級取得講座

 （他8日、5・8・12・15・19・22・

 26・29日）

9月 4 日 専門相談（他1日、6日）

 観光環衛業部会賑わい創出グループ会議

9月 7 日 経営革新セミナー個別支援

9月 8 日 ＢＣＰセミナー個別相談会

 （他2日、15・22日）

9月10日 第110回電卓検定試験

 あきんど探検少年団活動（他1日、24日）

9月11日 無料法律相談

9月14日 情報化委員会視察研修

 制度改正等の課題解決環境整備等事業セミナー

9月20日 青年部臨時総会

9月25日 常議員会

 観光環衛業部会議員協議会

9月27日 産業振興対策委員会視察研修会

 営業販売力強化セミナー

9月28日 観光環衛業部会食文化研究グループ会議

　９月20日、
青年部は当
所において、
令和６年度
の会長を選
任する臨時
総会を開催、
㈱大畠自動
車商会の大畠奉氏が選任されました。青年部は、グ
ルメフェス等のイベントの開催や、台風13号など有
事の際には、部員がボランティアに赴くなど、地域
貢献活動や部員の連携を深める活動等をおこなっ
ています。青年部では18歳から49歳までの方の
入会を随時募集中。（問合せ　商業観光課）

青年部 次年度会長を選任
　９月20日、
青年部は当
所において、

青青青青青青青青青青青年年年年年年年年年年年部部部部部部部部部部部次次次次次次次次次次次年年年年年年年年年年年度度度度度度度度度度度会会会会会会会会会会会長長長長長長長長長長長ををををををををををを選選選選選選選選選選任任任任任任任任任任青年部 次年度会長を選任

　９月14日、
当所はイー
ンスパイア
㈱代表の横
田秀珠氏を
講師に、「デ
ジタル化に
向けたAIに
仕事を依頼
し人間の仕事を加速させるDX」と題したセミナーを
開催。  ユーザー１億人突破を２カ月で達成した
ChatGPT他、急速に進むAI人工知能を用いた様々
なサービスを紹介、ビジネスや生活に、どう活かして
いくかを考察しました。

AIを活用したDX化を学ぶ

月28日 観光環衛業部会食文化研究グル プ会議

　９月14日、
当所はイー

AIを活用したDX化を学ぶAIを活用したDX化を学ぶ

　脱炭素化等事業環境の研究を行う産業振興対策
委員会は、9月27日、茨城港日立港区内の日立
LNG基地（東京ガス㈱）を視察。天然ガスは地球
にやさしい環境性から導入が増加しており、基地は
需要増加に対応した製造・供給インフラの柱として
建設、2021年には高圧ガスパイプラインの供用も
開始していま
す。容量23万
㎘の世界最大
級のＬNG貯蔵
タンクの見学
や事業につい
ての説明を受
けました。

低炭素を学ぶ　LNG基地を視察

いくかを考察しました。

脱炭素化等事業環境の研究を行う産業振興対策
委員会は、9月27日、茨城港日立港区内の日立委
LNG基地（東京ガス㈱）を視察。天然ガスは地球

低低低低低低低低低低低炭炭炭炭炭炭炭炭炭炭素素素素素素素素素素ををををををををををを学学学学学学学学学学学ぶぶぶぶぶぶぶぶぶぶぶ　LLLLLLLLLLLNNNNNNNNNGGGGGGGGG基基基基基基基基基基基地地地地地地地地地地ををををををををををを視視視視視視視視視視視察察察察察察察察察察低炭素を学ぶ　LNG基地を視察

　９月14日、情報化委員会は、デジタル化推進の
研究の一環として、リコージャパン㈱つくば事業所
「ヴィクレアつくば」を訪問、最新ワークスタイルの
視察を行いました。オフィスは、脱炭素化、生産性
向上を目指し、個人の席を持たないフリーアドレス
制、ペーパーレス化、会議のオンライン化等が体現
され、参加者
は実際勤務す
る様子を見学
し、意見交換
や情報収集を
行いました。

最新ワークスタイルを体験

（他2日、15・22日） 9月9月

　９月14日、情報化委員会は、デジタル化推進の
研究の一環として、リコージャパン㈱つくば事業所
「ヴィクレアつくば」を訪問 最新ワ クスタイルの

最新ワークスタイルを体験最新ワークスタイルを体験

には高圧ガスパイプラインの供用も

（制度改正等の課題解決環境整備等事業）

畠奉氏が選任されました。青年部は、グ
イベ ト 開催や 台風13号など有
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９
月
21
日
、
日
本
商
工
会
議
所
は

第
１
３
７
回
通
常
会
員
総
会
を
開
催
。

令
和
４
年
度
の
事
業
報
告
と
収
支
決

算
報
告
に
つ
い
て
承
認
し
ま
し
た
。

日
商
会
頭
挨
拶

　
日
本
商
工
会
議
所
の
小
林
健
会
頭

（
三
菱
商
事
㈱
相
談
役
）
は
、
冒
頭
の

挨
拶
で
、
台
風
13
号
被
災
者
へ
の
お

見
舞
い
を
述
べ
た
他
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
ィ
ル
ス
の
５
類
移
行
に
よ
り
、
コ

ロ
ナ
を
の
り
こ
え
る
「
ビ
ヨ
ン
ド
コ

ロ
ナ
」
の
ス
テ
ー
ジ
に
入
っ
た
と
い

う
認
識
を
示
し
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍

に
よ
る
消
費
者
ニ
ー
ズ
の
移
り
変
わ

り
を
受
け
、
企
業
も
新
た
に
ビ
ジ
ネ

ス
モ
デ
ル
の
転
換
を
行
う
必
要
が
あ

り
、
商
工
会
議
所
は
そ
う
し
た
中
小

企
業
・
小
規
模
事
業
者
の
自
己
変
革

へ
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
を
、
伴
走
型
で
力

強
く
支
援
す
る
必
要
が
あ
る
と
述
べ

ま
し
た
。

　
ま
た
、
全
国
の
商
工
会
議
所
会
頭

と
の
対
話
を
重
ね
、
政
府
提
言
を
行

っ
て
い
く
に
あ
た
り
、「
経
済
好
循
環

の
推
進
力
で
あ
る
中
小
企
業
の
変
革

と
持
続
的
発
展
」「
万
博
の
確
実
な
成

功
と
地
域
経
済
の
再
生
・
活
性
化
に

向
け
た
強
力
な
政
策
的
後
押
し
」「
国

民
・
企
業
を
支
え
る
社
会
基
盤
の
整

備
」
の
３
点
が
政
府
の
大
き
な
課
題

で
あ
る
と
述
べ
ま
し
た
。

日
商
事
業
報
告

　
事
業
報
告
で
は
、
創
立
１
０
０
周

年
を
迎
え
記
念
事
業
を
実
施
、
ま
た

小
林
健
会
頭
が
第
20
代
会
頭
と
し
て

就
任
し
新
体
制
が
ス
タ
ー
ト
し
た
他
、

中
小
企
業
へ
の
支
援
と
し
て
、
成
長

発
展
の
た
め
の
政
策
提
言
、
デ
ジ
タ

ル
化
に
よ
る
生
産
性
向
上
支
援
、
大

企
業
と
中
小
企
業
の
共
存
共
栄
関
係

の
構
築
推
進
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

ま
た
地
方
創
生
へ
の
取
り
組
み
と
し

て
、
観
光
立
国
に
関
す
る
政
府
提
言
、

ま
ち
づ
く
り
、
地
域
資
源
の
活
用
の

取
り
組
み
へ
の
支
援
を
行
な
っ
た
ほ

か
、
全
国
の
商
工
会
議
所
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
の
強
化
、
ス
マ
ー
ト
Ｃ
Ｃ
Ｉ

の
推
進
等
の
事
業
報
告
を
行
い
、
承

認
さ
れ
ま
し
た
。

議
員
勤
続
　
年
表
彰

　
ま
た
、
当
所
の
議
員
で
あ
る
森
嶋

鎮
一
郎
氏（
森
島
酒
造
㈱
）が
、
議
員

勤
続
30
年
と
な
り
総
会
に
お
い
て
表

彰
さ
れ
ま
し
た
。 

森
嶋
氏
は
「
お
陰

様
で
、
議
員
勤
続
30
年
に
な
り
ま
し

た
。 

30
年
の
間
に
は
副
会
頭
の
役
職

も
経
験
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
友
好
関

係
に
あ
る
山
辺
町
や
桐
生
市
、
ま
た

京
都
や
別
府
な
ど
の
遠
方
に
も
足
を

運
ぶ
機
会
を
い
た
だ
き
、
印
象
に
残

っ
て
い
ま
す
」
と
お
話
し
い
た
だ
き

ま
し
た
。

第
１
３
７
回  

通
常
会
員
総
会
開
催

日
本
商
工
会
議
所

令
和
4
年
度
の
事
業
報
告
・

　
　
　
収
支
決
算
報
告
が
承
認
さ
れ
る

令
和
4
年
度
の
事
業
報
告
・

　
　
　
収
支
決
算
報
告
が
承
認
さ
れ
る

30

森
嶋
鎮
一
郎
氏（
森
島
酒
造
㈱
）

議
員
勤
続
30
年
表
彰



日立営業所

⑤　第1694号　（毎月20日発行） 令和5年10月20日

0294－21－5387

　当所では、茨城県立日立工業高等学校で実施する「日立地区デュアルシステム」事業を支援して

います。デュアルシステムは希望生徒が週に1日、企業で実習を行うもので、平成16年に全国15

地域の１地域として指定を受け始まった人材育成事業です。この事業を現在まで19年間継続して

実施できましたのも、地元地域など企業皆様のご協力のお陰と感謝申しあげます。

◇受入期間：令和６年５月～翌年２月

　　　　　　週１日終日、計30日程度

◇対象業種：製造業、ソフトウェアなど

　　　　　　関連業種

◇人　　数：１～３名（１事業所）

◇申込締切：令和５年11月30日（木）

◇申込・問合せ：日立工業高校（担当：根本吉成）

　　　　　　　　当所会員サービス並びに工業課

不明な点、疑問な点があればお問い合わせください。

今年度は10名の生徒が受入事業所

８社で実習を行っています。

○茨城県立日立工業高等学校の２年生希望生徒10名程度が対象
○受入協力企業に対して、指導・監督等の費用の一部として協力金
　を支給します。
○参加生徒は、保険（傷害、賠償責任）に加入し、交通費及び昼食
　は、参加生徒が負担します。
○プログラムは、受入企業での作成をお願いいたします。

所 は 茨城県立日立 業高等学校 実施する「日立地区デ アル ム 事業を支援

令和6年度  デュアルシステム受入事業所を募集令和6年度  デュアルシステム受入事業所を募集
地域人材育成支援事業

▶▶ ▶▶

問
日本で産するトンボの中でも最も小さなトンボで、かつて小木津山自然公園で
生息していたトンボの名前は何ですか。
（答えは8ページへ）

①　ムカシトンボ　　　②　ムカシヤンマ　　　③　ハッチョウトンボ

ふるさと日立検定  問題に挑戦！



　小規模事業者持続化補助金（＝持続化補助金）は、小規模事業者が自社の経営を見直し、自ら
が持続的な経営に向けた経営計画を作成した上で行う販路開拓や生産性向上の取組を支援す
る制度です。
■類　　型　①通常枠　 ②賃金引上げ枠　 ③卒業枠　 ④後継者支援枠　 ⑤創業枠　
■補 助 率　２／３ （②の赤字事業者については３／４）
■補助上限　①50万円　②～⑤200万円
※インボイス特例の要件を満たす場合は、上記補助上限額に50万円を上乗せ

 注意点  郵送または電子申請となりますが、 電子申請に際しては、補助金申請システム（名称：Ｊグラン
ツ）の利用になります。Ｊグランツを利用するにはＧビズＩＤプライムアカウントの取得が必要です。アカウ
ントの取得には数週間程度を要しますので、お早めに利用登録を行ってください。

小規模事業者 持 続 化 補 助 金
第14回　受付締切分

●事業支援計画書交付の受付締切　 令和5年12月 5 日（火）
●申請受付締め切り日　 令和５年12月12日（火）
●事業実施期間　 交付決定日～2024年８月31日（土）
●実績報告書提出期限　 2024年９月10日（火）
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（一般型）

お問合せ
電話番号：03－4330－3480 （商工会議所地区 補助金事務局）
受付時間：9 : 00～12 : 00、13 : 00～17 : 00 （土日祝日、年末年始除く）
事務局HP：https : //ｓ23.jizokukahojokin.info

相談内容は、下記に関する
トラブルなどです。法 律 相 談

債権回収 契　約 金銭貸借 労使関係 クレーム

令和5年度日程 （いずれの日も13：00～16：00）

相談員　茨城県弁護士会日立地区弁護士
11月10日（金）／12月11日（月）／２月９日（金）／３月11日（月）

お申込み　経営支援課まで

　中小企業基盤整備機構では、『IT化に取り組みたいが、具体的にどうしたらよいかわか
らない』『利用中の販売管理システムと会計システムを連携できないか？』等のお悩みに、
実務経験豊かな専門家が相談に応じる無料相談サービス『IT経営サポートセンター』を開設
しています。相談は予約制で、ZOOMを使用します。７ｐでご案内しているＤＸ入門セミナー
と合わせて、ぜひご活用ください。
（問合せ　経営支援課）　予約　中小企業基盤整備機構　IT経営サポートセンター

DX
I T化のご相談を、
　　無料のオンラインで !


